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タイ大手ＩＰＰ事業者「エレクトリシティ・ジェネレーティング・パブリック・ 

カンパニー社」への共同経営参画について 

 

東京電力株式会社（以下 東京電力）および三菱商事株式会社（以下 三菱商事）の

２社は、三菱商事の 100％子会社である「テプディア・ジェネレーティング社（以下 

テプディア社）」を通じて、タイの大手発電卸（ＩＰＰ）事業者である「エレクトリシ

ティ・ジェネレーティング・パブリック・カンパニー社（以下 ＥＧＣＯ社）」の経営に

共同で参画することについて、本日、合意いたしました。 

 

具体的には、三菱商事が、香港最大の電力会社であるＣＬＰホールディング社（以

下 ＣＬＰ社）と共同で設立した合弁会社を通じて間接的に保有するＥＧＣＯ社の株

式 11.21％（59,011,803 株）に加えて、ＣＬＰ社が間接的に保有するＥＧＣＯ社の株

式 13.36％（70,354,375 株、約 230 億円）を、子会社のテプディア社を通じて全て買

い取ることに合意し、同時に、東京電力は、三菱商事との間でテプディア社の株式 50％

を買い取ることに合意いたしました。東京電力の出資額は約 210 億円となります。 

 

これにより、両社は、テプディア社を通じてＥＧＣＯ社の株式 12.286％（64,683,089

株）をそれぞれ間接的に保有することとなり、ＥＧＣＯ社の経営に共同で参画するこ

ととなりました。 

 

本日より、テプディア社はＥＧＣＯ社の株式取得の手続きを進め、株式取得が完了

する本年４月上旬より、両社でＥＧＣＯ社の経営に共同参画することになります。 

 

東京電力は、これまで培ってきた技術や発電所の運転ノウハウなど、経営資源の活

用を通じて、タイにおける電気事業の発展へ貢献するとともに、海外事業を東京電力

グループの事業の柱と位置づけた『2020 ビジョン』の具体的展開を通じて、収益拡大

と事業基盤のさらなる強化、海外における低炭素化に貢献してまいります。 

 

三菱商事は、2006 年よりＥＧＣＯ社経営に参画しており、引き続き、同社を通じて

タイ及びタイ周辺国の電気事業の発展に寄与して行くと共に、2009 年には東南アジア



 

及び台湾に於ける民間発電事業の統括を目的とした子会社 Diamond Generating Asia, 

Limited 社を設立し、同社を拠点にベトナムやインドネシア等での発電事業にも積極

的に取り組んでおり、電気事業を通じて東南アジアの発展に貢献してまいります。 

 

以 上 

 



 

 

１． ＥＧＣＯ社株主構成図 
（括弧内はＥＧＣＯ社株式持分比率） 
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＜別紙＞ 

 

EGCO

東京電力 三菱商事

25.41% 50.02%

24.57%

株式買取後の株主構成

DGA

100%100%

TEPCO International

TEPDIA Generating

タイ発電公社
（EGAT）

その他
投資家

DGA
Thailand

100%

50%
（12.286%）

50%
（12.286%）

 
（OneEnergy Thailand社については、TEPDIA Generating社設立に伴うCLP社との合弁会社の 

解消により、関係が消滅いたしました） 

 

なお、ＴＥＰＤＩＡ社がＣＬＰ社へ支払う株式買取り金額は以下の通り。 

合計 273 百万米ドル（約 230 億円、1 ドル＝84 円で計算） 

うち  東京電力負担  約 210 億円 

三菱商事負担  約 20 億円 

 

２． ＴＥＰＤＩＡ社の概要（東京電力参画後） 

TEPCO International（東京電力100％子会社）：50%

DGA Thailand （三菱商事100％子会社） ：50%

主要株主

約 420億円出資金

EGCO社の経営管理事業内容

2011年2月設立

TEPDIA Generating B.V.会社名

TEPCO International（東京電力100％子会社）：50%

DGA Thailand （三菱商事100％子会社） ：50%

主要株主

約 420億円出資金

EGCO社の経営管理事業内容

2011年2月設立

TEPDIA Generating B.V.会社名

 



 

３． ＥＧＣＯ社の概要 

ＥＧＣＯ社はタイにおける大手ＩＰＰで、持分出力で約 4,520MW（約 452 万 kW）

の設備を保有・運営している。筆頭株主はタイ発電公社（ＥＧＡＴ）で、発電する

電気は、長期電力供給契約に基づき、そのほとんどをＥＧＡＴへ卸供給している。

またラオスでは水力発電事業を手がけており、タイ周辺国での電力事業の拡大も進

めている。 

 

タイ発電公社（EGAT）：25.41%

One Energy Thailand ：24.57%（無議決権株式：0.63%を含む）

主要株主

【売上高】 約260億円 【純利益】 約220億円

【総資産】 約1,710億円 【総負債】 約320億円

【株主資本】 約1,380億円

財務状況

(2009年)

Vinit Tangnoi氏（元EGAT副総裁）社長

1992年、タイ発電公社（EGAT）分割民営化により設立

1995年、タイ証券取引所へ上場

沿革

約750人従業員数

【タイ国内】 約3,850MW 【タイ国外】 約670MW

【合 計】 約4,520MW

持分発電出力

Electricity Generating Public Company Limited会社名

タイ発電公社（EGAT）：25.41%

One Energy Thailand ：24.57%（無議決権株式：0.63%を含む）

主要株主

【売上高】 約260億円 【純利益】 約220億円

【総資産】 約1,710億円 【総負債】 約320億円

【株主資本】 約1,380億円

財務状況

(2009年)

Vinit Tangnoi氏（元EGAT副総裁）社長

1992年、タイ発電公社（EGAT）分割民営化により設立

1995年、タイ証券取引所へ上場

沿革

約750人従業員数

【タイ国内】 約3,850MW 【タイ国外】 約670MW

【合 計】 約4,520MW

持分発電出力

Electricity Generating Public Company Limited会社名

 

 

なお、ＥＧＣＯ社が保有する発電資産の概要は以下の通り。 

 

（１） タイ国内 
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（２） タイ国外 
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４． ＣＬＰ社の概要 

 

Kadoorie Family：34.87%

その他投資家：65.13%

（ 香港証券取引所上場 ）

主要株主

【売上高】 約5,430億円 【純利益】 約880億円

【総資産】 約1兆6,750億円 【総借入】 約4,220億円

【株主資本】 約7,580億円

財務状況

(2009年)

Andrew Brandler氏CEO

香港での電気事業、中国・オーストラリア・インド等における海外電気事業事業内容

CLP Holdings Limited会社名

Kadoorie Family：34.87%

その他投資家：65.13%

（ 香港証券取引所上場 ）

主要株主

【売上高】 約5,430億円 【純利益】 約880億円

【総資産】 約1兆6,750億円 【総借入】 約4,220億円

【株主資本】 約7,580億円

財務状況

(2009年)

Andrew Brandler氏CEO

香港での電気事業、中国・オーストラリア・インド等における海外電気事業事業内容

CLP Holdings Limited会社名

 
 

以 上 

 

 

 


